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２０２5（令和 7）年度地域連携推進会議（R8/3/11） 

社会福祉法人ラポール 共同生活援助事業所 グランディール寒田 

 

1. 地域連携推進会議とは 

地域連携推進会議とは、障害福祉サービスの利用者やその家族、地域住民の代表者、福祉や経営の

専門家、市町村の担当者などで構成される協議会です。この会議は、障害福祉サービスの質の向上と透

明性の確保、利用者と地域社会との連携強化を目的としています。 

 

① 目的と重要性 

地域連携推進会議は、利用者と地域との関係づくり、地域住民への施設や利用者に関する理解促進、

施設運営の透明性・質の確保、利用者の権利擁護を主な目的としています。特に、障害者グループホ

ームや障害者支援施設において、地域に開かれた運営を推進するために重要です。 

 

② 義務化の背景 

近年、障害福祉サービスを提供する事業者が増加し、支援の質の確保が課題となっています。このた

め、介護分野の運営推進会議を参考に、外部の目を入れることで事業運営の透明性を高め、質の確

保につなげる目的で導入されました。令和6年度は努力義務でしたが、令和7年度（2025年4月）

からは義務化されています。 

 

③ 構成員 

会議の構成員は、利用者、利用者家族、地域の関係者、福祉に知見のある人、経営に知見のある人、

施設等所在地の市町村担当者などが想定されています。有意義な意見交換のため、5 名程度が望ま

しいとされています。構成員には、利用者の個人情報保護のため、秘密保持に関する約束が求めら

れます。 

 

④ 開催頻度と実施内容 

地域連携推進会議は、原則として年 1 回以上開催することが求められています。会議では情報共有

や意見交換が行われ、構成員は施設見学や利用者・職員とのコミュニケーションを通じて、施設環境

や利用者の様子を確認します。また、会議の議事録は公表する必要があります。 

 

⑤ 施設訪問の義務 

会議の開催だけでなく、構成員が事業所を見学する機会を設けることも義務付けられています。複

数の共同生活住居を設置している場合は、それぞれの住居ごとに年 1回以上の訪問機会を提供する

必要があります。 

 

2. 出席者の紹介 

o 利用者代表 原田 晴さん 

o 保護者代表 上野美智子さん 
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o 地域住民代表（寒田地校区民生委員・児童委員協議会 会長） 伊東邦子さん 

o 相談支援専門員 相談センターCOMPASS 園田淳司さん 

o グランディール寒田管理者 飯田智高 

 

→それぞれ自己紹介を行う 

 

3. グループホーム「グランディール寒田」の事業紹介 

（１）3ヶ所の住居で運営 

事業所名称 住居名称 住所 定員（利用者数） 

グランディール寒田 

グランディール寒田Ⅰ 寒田 239-1 ７ （７名） 

グランディール寒田Ⅱ 寒田 239-1 ７ （７名） 

グランディール敷戸 敷戸南町 290-10 ７ （６名） 

計   ２１（２０名） 

  ・生活支援員を配置した介護サービス包括型事業所として運営 

  ・地域連携推進会議の設置（令和７年度より義務化） 

  ・毎月運営会議を開催し事業所全体の課題を共有・解決していく 

（２）ホーム稼働率の向上 

  ・令和７年度利用率は、令和６年度の利用率６６．７％を上回り７７.５％（見込み）となり、１０.

８％の上積みとなった。空室（１部屋）を埋めることとで稼働率を８５％以上にすることを目標

とする。 

  ・長期入院が多い方へ向けての施策が必要。 

  ・入退所は判定会議により組織的に協議・決定する。 

（３）職員の資質の向上 

  ・管理者、サービス管理責任者の下で、統一した支援が出来るよう研修や教育を行う。 

（４）地域の中で安心して暮らせるよう支援 

  ・世話人―食事提供と清掃。食事は、利用者より徴収した自己負担分を食材費とするよう指導して

いる。 

  ・生活支援員―健康管理、通院介助、服薬支援、外出支援、金銭管理支援、相談、入浴・洗濯・掃

除などの日常生活支援 

  ・安心サポートセンターを活用した金銭管理支援 

  ・利用者ミーティングを実施し、ホームのルールや困りごとを一緒に考える。 

（５）安全確保の徹底 

  ・障がい者の人権擁護の観点から、令和６年度に施設内への見守りカメラを設置した。転倒などの

早期発見につながるよう運用する。 

  ・災害対策計画に基づく避難訓練の実施 

  ・夜間宿直職員と法人職員による緊急時支援体制 

  ・セキュリティ会社との緊急時対応契約に基づく支援（セコムから朝日警備保障への変更を検討） 

（６）他事業所との連携・日中活動との連携 
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  ・就労先企業、通所事業所、ジョブコーチとの緊密な連携 

  ・バックアップ施設：マルシェ 

 

短期入所事業「グランディール敷戸」 

グループホーム「グランディール寒田」敷戸住居に併設型で運営 

  ・利用定員 1人 

  ・居室 1階に専用室が 1室（12㎡） 

  ・利用料 朝食 230円 昼食 300円 夕食 380円 入浴 250円 光熱水費 300円 

  ・世話人・生活支援員はグループホームと一体的に担当しグループホームに準じたサービスを提供 

  ・利用予約の方法を見直し、毎月利用希望アンケートを配布し、幅広く利用を募るとともに、予約

方式の統一を図る。 

 

 →レジュメに沿って当施設の説明を行う。 

  

4. 意見交換・質疑応答 

 園田委員：ホームに地域の方から要望や苦情があったことはあるのか？ 

飯田   ：以前は統合失調症の方が近所の方にご迷惑をかけることがあった。ここ数年は地域の方から

の苦情等は無い。 

園田委員：地域から見守られるような施設になって欲しい。 

伊東委員：地域の夏祭り等に参加することはあったか？ 

飯田   ：地域の行事に参加したことは無い。 

伊東委員：地域の行事に積極的に参加してみてはどうか。8 月に寒田校区の夏祭りがあるので、参加を

検討してほしい。 

上野委員：寒田地区の方々に知ってもらうためにはどうしたらよいか？ 

伊東委員：地域行事へ参加することが良いと思うが。 

上野委員：偏見などもあるので、理解が得にくいのではないか。 

伊東委員：夏祭りにご参加いただければ、民生委員がお手伝いさせてもらいたい。 

園田委員：このように、地域とのつながりを作るきっかけが生まれたということは、今日の会議の意味

があったのではないだろうか。 

園田委員：原田さんはホームでの生活を気にいっていますか？ 

原田委員：気に入っている。嫌なら出ている。 

園田委員：長く利用している利用者さんが多い印象だが、利用者の入退所は頻繁にあるのか？ 

飯田   ：年に 1～2 人入れ替わることはあるが、長く利用していただいている利用者さんが半分以上

はおられます。 

園田委員：年に数人の入れ替わりはあるが、長く定着できているということか？ 

飯田   ：おっしゃる通りです。 

飯田   ：原田さんは毎日どんなペースで過ごしていますか？ 

原田委員：帰ってすぐお風呂に入って、「相棒」を見ている。 
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園田委員：お風呂の順番等は考えられているのか？ 

原田委員：トラブルもあるが何とかやっている。 

上野委員：初めてお風呂を見たときは驚いた。大浴場のようなものかと思ったら、一人でゆっくりでき

るような作りになっていたので。 

原田委員：お風呂に入っているとお湯がなくなる時があるので困っている。 

飯田   ：オール電化になっており、お湯の貯蔵タンクが空になってしまうことがある。満室で利用者も

増えたことから、朝、湯船にお湯をためて日中に貯湯するようにしているが、それでも足りな

くなることがある。 

上野委員：利用者さんに水を使わないよう求めるのは間違っているのではないか？ 

飯田   ：おっしゃる通りです。改善策を模索します。 

 

5. 見学（16：30～17：00） 

グランディール寒田内を見学し、利用者さんの様子を見てもらう。 

 

上野委員：季節のイベントが少ないのではないか？余暇の支援に力を入れてもらいたい。 

飯田   ：余暇の支援まで組み込んでいくことは、なかなか難しい。クリスマスや節分など、行事ごとに

メニューを変更しているが。 

上野委員：その様子が保護者には届いていない。掲示物などで知らせてほしい。 

飯田   ：様子を伝える努力をします。 

 

グランディール敷戸 見学（3/23 17：00～18：00） 園田委員 

園田委員：保護者さんと連絡はとっているのか。 

飯田   ：適切なタイミングで連絡を取るようにしている。 

園田委員：週末は帰省する人が多いのか。 

飯田   ：半分ほどの利用者が帰省する。連休や年末年始などは、みんな帰省することもある。 

 


